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藤
田
祐
賢

一
九
二
三
年

亡
）
、
弟
一
人
。

一
九
三
六
年

略
年
譜

七
月
七
日
、
東
京
芝
区
三
国
松
阪
町
の
宝
徳
寺
（
浄
土
民
宗
本
願
寺
派
）

の
長
男
と
し
て
誕
生
。
姉
一
人

二
九
三
五
年
死

一
了
二
六
事
件
起
き
る
。
戒
厳
令
が
出
て
中
島
ナ
校
の
入
試
日
時
な
ど
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
三
月
御
田
尋
常
小
学
校
卒
業
、

私

一
九
四
一
年

立
芝
中
学
校
に
入
学
。

そ

三
月
同
校
卒
業
、
こ
の
間
五
年
間
、
僧
侶
の
資
格
取
得
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
、
築
地
東
京
仏
教
学
院
に
も
通
学
し
た
が
、

の
仰
教
々
育
は
む
ず
か
し
す
ぎ
て
閉
口
す
る
。

一
九
四
一
年

慶
応
義
塾
大
学
予
科
文
科
に
入
学
。
奥
野
信
太
郎
教
授
の
漢
文
の
講
義
に
、
そ
れ
ま
で
味
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
興
味
を
感
じ
、

-538-

ま
た
樋
口
勝
彦
教
授
の
英
詩
講
読
に
も
魅
力
を
覚
え
る
。
夏
、
京
都
で
得
度
の
た
め
の
修
練
を
受
け
る
が
、

軍
事
教
練
に
ウ
エ
イ
ト
が
か
、
る
。

い
か
に
も
戦
時
下
ら
し
い
や
り

一
九
四
二
年

方
に
抵
抗
を
感
じ
る
。
十
二
月
、
太
平
洋
戦
争
勃
発
、

予
科
二
年
時
、
肺
浸
潤
で
休
学
。
翌
年
詮
衡
及
第
三
年
、
同
年
九
月
、
戦
争
の
た
め
の
特
別
措
置
で
予
科
修
了
。
十
月
本
科

の
古
典
文
学
支
那
文
学
科
に
進
ん
だ
が
、
徴
兵
検
査
で
結
核
と
診
断
さ
れ
、

が
れ
る
。
後
、

丁
種
不
合
格
兵
役
免
除
と
な
り
、

い
わ
ゆ
る
学
徒
出
陣
を
ま
ぬ

血
疾
が
出
て
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
不
安
感
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
療
養
に
専
念
し
、
快
方
に
向
う
。
そ
の
間

B
mの
東
京
空
襲

一
九
四
六
年

を
機
に
静
養
の
為
、
茨
城
県
下
の
某
寺
に
疎
開
し
た
が
、

四
月
に
は
慶
磨
義
塾
大
学
の
授
業
も
再
開
さ
れ
る
こ

終
戦
は
東
京
自
宅
で
迎
え
、
米
軍
の
進
駐
を
目
撃
し
て
感
慨
無
量
。

米
軍
占
領
後
の
東
京
は
焼
土
と
化
し
た
も
の
の
除
々
に
復
興
に
進
み
、

と
に
な
り
、
す
で
に
健
康
を
と
り
も
ど
し
て
い
た
の
で
こ
れ
を
機
に
学
部
一
年
に
復
帰
し
、
中
国
よ
り
帰
国
さ
れ
た
ば
か
り
の
奥
野
先
生
が



主
任
と
な
ら
れ
た
中
国
文
学
専
攻
科
に
在
籍
。

一
九
四
九
年
の
卒
業
時
ま
で
に
、
先
輩
の
伊
庭
洋
二
（
故
人
）
、
同
年
の
三
松
哲
夫
、
村
松
映
、

竹
嶋
清
純
、
後
学
の
佐
藤
一
郎
な
ど
の
諸
兄
と
教
室
を
共
に
す
る
。
二
年
時
、
佐
藤
春
夫
の
漢
詩
翻
訳
集
に
魅
了
さ
れ
、

ま
た
中
学
の
時
、

『
水
瀞
伝
」
の
訳
を
読
ん
で
い
た
関
係
で
、
中
国
の
小
説
に
関
心
を
抱
き
、
奥
野
先
生
の
御
指
導
で
卒
業
論
文
に
は
脚
斎
志
異
研
究
を
え
ら
ぴ
、

と
く
に
そ
の
説
話
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
の
観
点
に
た
つ
考
察
及
び
日
中
比
較
文
学
の
面
か
ら
す
る
研
究
に
専
念
し
た
。

一
九
四
七
年
に
は
松
本

一
九
四
九
年

隆
信
（
後
の
斯
道
文
庫
長
）
君
と
共
に
、
京
都
西
本
願
寺
で
教
師
（
住
職
に
な
る
為
の
資
格
）
を
取
得
。

四
月
慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
助
手
に
就
任
。
共
に
就
任
し
た
友
人
に
、
倫
理
学
の
三
雲
夏
生
、
社
会
心
理
学
の
佐
野
勝
男
の

両
君
が
い
る
。

と
く
に
三
雲
君
と
は
、
後
に
彼
が
フ
ラ
ン
ス
留
学
か
ら
帰
国
し
て
し
ば
ら
く
宝
徳
寺
に
寄
居
し
て
い
た
関
係
で
親
し
く
交
際

す
る
。
助
手
に
な
っ
て
か
ら
引
続
い
て
脚
斎
研
究
を
進
め
、

以
来
そ
れ
ら
の
整
理
と
、

と
く
に
そ
の
比
較
文
学
的
研
究
と
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
の
面
か
ら
の
考
察
に
興
味
を

。ヲ、、d戸、J

も
つ
。
ま
た
平
井
雅
尾
氏
蒐
集
の
大
量
の
柳
斎
関
係
資
料
が
一
九
五
三
年
に
中
国
文
学
研
究
室
の
所
蔵
に
な
り
、

の
他
に
発
表
す
る

そ
の
一
部
を
資
料
と
す
る
調
査
を
進
め
、
成
果
を
日
本
中
国
学
会
大
会
研
究
発
表
会
な
ど
で
発
表
し
、

（
詳
細
↓
後
掲
業
績
の
項
）
。

一
九
五
一
年

一
九
五
二
年

一
九
五
五
年

一
九
五
七
年

一
九
五
九
年

一
九
六
二
年

ま
た
関
係
論
文
を
『
芸
文
研
究
』
そ

林
美
子
（
一
九
四
八
l
四
九
年
聴
講
生
）

と
奥
野
先
生
ご
夫
妻
の
媒
酌
で
結
婚
、

十
二
月
に
長
男
誕
生
。

慶
応
義
塾
中
等
部
「
漢
文
」
授
業
嘱
託
ご
九
五
四
年
ま
で
）
。

慶
応
義
塾
外
国
語
学
校
「
中
国
語
」
講
師
（
一
九
六
三
年
ま
で
）
。

北
里
衛
生
科
学
専
門
学
院
「
文
学
」
講
師
（
一
九
六
二
年
ま
で
）
。

慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
専
任
講
師
。
九
月
よ
り
文
化
学
院
非
常
勤
講
師
（
一
九
七
五
年
ま
で
）
。

北
里
大
学
衛
生
学
部
「
文
学
」
非
常
勤
講
師
。



一
九
六
八
年

一
九
七
一
年

一
九
七
三
年

九
七
四
年
）
。

一
九
七
四
年

一
月
十
五
日
成
人
の
日
、
奥
野
先
生
急
逝
、
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
。

四
月
よ
り
慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
助
教
授
。

慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
教
授
。

日
本
中
国
学
会
評
議
員
（
一
九
七
五
年
ま
で
）
。
慶
応
義
塾
僻
教
青
年
会
会
長
に
な
り
、
八

O
年
史
を
完
成
し
て
刊
行
す
る
（
一

八
月
、
父
の
逝
去
に
と
も
な
い
、
宝
徳
寺
第
十
五
代
住
職
を
継
ぐ
。
以
后
、
悌
教
書
、
と
く
に
親
驚
関
係
書
、
富
士
川
遊
氏
、

ア
メ
リ
カ
で
神
学
を
学
ん
だ
梶
村
昇
氏
の

『
南
無
阿
嬬
陀
悌
の
論
理
」
に
深
い
感
銘
を
受
け
る
。

一
九
七
五
年

増
谷
文
雄
氏
の
著
書
を
読
む
。

日
本
中
国
学
会
理
事
（
一
九
七
七
年
ま
で
）
。

一
九
七
七
年

一
九
七
八
年

一
九
八
一
年

一
九
八
三
年

慶
応
義
塾
大
学
院
文
学
研
究
科
委
員
。

540-

筑
波
大
学
非
常
勤
講
師
（
一
九
七
九
年
ま
で
）
。

お
茶
の
水
大
学
非
常
勤
講
師
（
四
月
i
九
月
）
。

四
月
よ
り
明
年
三
月
ま
で
サ
ヴ
ァ
テ
イ
カ
ル
を
得
ら
れ
た
の
で
、

四
月
は
じ
め
、

十
日
た
ら
ず
で
あ
っ
た
が
念
願
の
中
国
へ

の
調
査
の
た
め
の
一
人
旅
行
に
立
つ
。
北
京
か
ら
済
南
、
溢
博
を
経
て
、
蒲
松
齢
の
故
居
を
お
と
ず
れ
、
路
大
荒
氏
の
息
路
士
湘
氏
に
あ
い
、

馬
瑞
芳
、
関
徳
棟
等
の
諸
氏
に
あ
っ

て
話
を
し
、

資
料
を
み
せ
て
も
ら
う
。
帰
途
再
び
済
南
に
よ
っ
て
山
東
大
学
を
訪
問
、
蒲
松
齢
研
究
家
の
蓑
世
碩
、

種
々
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
資
料
は
全
く
見
せ
て
も
ら
え
ず
、

が
っ
か
り
す
る
。
し
か
し
こ
の
度
の
旅
行
に
よ
っ

一
九
八
四
年

て
、
中
国
の
風
土
を
眼
で
た
し
か
め
肌
で
感
ず
る
こ
と
が
で
き
、

平
井
蒐
集
資
料
中
の
『
知
命
集
』

の
作
者
を
蒲
松
齢
と
す
る
前
野
直
彬
氏
の
説
に
最
初
か
ら
深
い
疑
問
を
抱
き
つ
ゾ
け
て
き

b

F

、、．

ナ
人
・
刀

深
い
印
象
を
受
け
て
、
再
度
の
旅
行
を
念
願
す
る
。

こ
の
年
の
早
慶
中
国
学
会
で
の
講
演
の
準
備
の
過
程
で
、
『
知
命
集
』
及
び
同
筆
蹟
の
『
青
雲
集
』
の
精
査
に
加
え
て
西
川
寧
先
生
と



友
人
大
柳
英
二
君
（
法
学
部
）

と
の
深
い
学
識
に
基
く
鑑
定
に
よ
っ
て
、

こ
の
二
つ
の
作
品
集
が
蒲
松
齢
で
は
な
い
某
文
人
の
作
と
認
定
す

る
確
証
を
え
て
、

そ
の
考
証
を
翌
年
夏
論
文
に
ま
と
め
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
て
満
足
す
る
。

一
九
八
六
年

一
月
突
如
メ
ニ
エ
ル
氏
病
の
猛
烈
な
諸
発
作
に
襲
わ
れ
、
救
急
車
で
入
院
。
十
日
た
ら
ず
で
退
院
し
た
も
の
の
、

翌
一
九
八

七
年
に
わ
た
る
二
年
間
は
断
続
的
に
発
作
に
悩
ま
さ
れ
、
す
っ
か
り
体
調
を
く
ず
し
、
と
く
に
讃
書
を
阻
害
き
れ
て
、
精
神
的
に
落
ち
込
む
。

十
一
月
、
最
も
誠
意
あ
る
友
人
と
し
て
信
頼
し
て
い
た
三
雲
夏
生
君
の
急
逝
に
遭
い
、

心
か
ら
彼
の
死
を
悼
む
と
共
に
、

人
の
世
の
は
か
な

き
を
身
に
し
み
て
感
じ
る
。
十
二
月
、

山
東
大
学
の
衷
世
碩
教
授
が
来
日
、
塾
の
柳
斎
文
庫
資
料
を
三
日
間
に
わ
た
っ
て
調
査
さ
れ
た
が
、

同
教
授
の
お
か
げ
で
、
従
来
い
く
つ
か
の
資
料
に
つ
い
て
抱
い
て
い
た
疑
問
も
解
け
る
。

一
九
八
八
年

一
月
に
心
配
し
て
い
た
メ
ニ
エ
ル
氏
病
の
発
作
も
お
こ
ら
ず
、

か
な
り
元
気
を
と
り
も
ど
す
。
三
月
、
柳
斎
資
料
の
新
書
目

-541-

を
八
木
章
好
君
の
協
同
作
業
を
え
て
よ
う
や
く
完
成
し
、
「
芸
文
研
究
」
に
収
め
て
も
ら
う
。
四
月
よ
り
要
請
さ
れ
て
十
三
年
ぶ
り
に
再
び
文

化
学
院
講
師
を
兼
ね
る
。
九
月
末
よ
り
さ
い
ご
の
通
信
夜
間
ス
ク
ー
リ
ン
グ
の
講
義
を
担
当
、

そ
の
中
途
で
声
帯
の
ひ
ど
い
炎
症
の
た
め
に

発
聾
る
い
ち
じ
る
し
く
困
難
を
き
た
し
、

や
む
な
く
講
義
を
断
念
す
る
。
以
后
発
費
の
不
調
が
か
な
り
長
く
つ
づ
く
。

一
九
八
九
年

三
月
、
満
四
十
年
間
の
慶
嬉
義
塾
大
学
の
勤
務
を
終
了
し
て
、
定
年
退
職
。

（
補
）
文
学
部
勤
務
中
、
「
漢
文
」
「
中
国
語
」
「
中
国
語
学
」
「
原
典
講
議
」
（
老
舎
作
品
演
習
）
「
中
国
古
典
演
習
」
（
唐
代
伝
奇
小
説
演
習
）

等
を
担
当
。
大
学
院
で
は
「
近
世
中
国
文
学
特
殊
研
究
演
習
」
（
修
士
課
程
｜
｜
「
柳
斎
志
異
」
）
「
中
国
文
学
特
殊
講
義
演
習
」
（
博
士
課
程

1
1
1
「
柳
斎
文
集
」
、
「
子
不
語
」
）
を
担
当
。



業

績

主
た
る
口
頭
研
究
発
表
・
講
演

－
蒲
松
齢
伝
補
考

日
本
中
国
学
会
第
六
回
大
会
（
一
九
五
五
年
）

－
柳
斎
志
異
の
文
章
構
成
に
つ
い
て

中
国
語
学
研
究
会
第
五
回
大
会
ご
九
五
五
年
）

－
柳
斎
志
異
の
一
側
面
ー
ー
と
く
に
尾
崎
紅
葉
・
芥
川
竜
之
助
・
太
宰
治
と
の
関
連
に
お
い
て
1
1
1
日
本
中
国
学
会
第
十
回
大
会
こ
九
五

八
年

－
異
史
氏
日
考

日
本
中
国
学
会
第
十
一
回
大
会
二
九
五
九
年
）

－
わ
が
国
に
於
け
る
脚
斎
志
異

日
本
比
較
文
学
会
公
開
講
演
会
（
一
九
六
二
年

ヲ』4
・
z
、】

－
柳
斎
俗
曲
考

日
本
中
国
学
会
第
十
三
回
大
会
（
一
九
六
一
年
）

－
文
学
史
に
お
け
る
清
代
（
小
説
・
戯
曲
）

日
本
中
国
学
会
第
十
七
回
大
会
（
一
九
六
一
年
）

－
中
国
に
お
け
る
ユ
ー
ト
ピ
ア

芸
文
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
一
九
八

O
年）

－
昔
話
・
伝
説
・
メ
ル
ヘ
ン
の
諸
相
（
中
国
）

芸
文
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
一
九
八
五
年
）

II 

主
な
る
論
文

－
柳
斎
志
異
研
究
序
説

「
芸
文
研
究
」
三

－
稿
本
柳
斎
志
異
考
勘
記

「
芸
文
研
究
」
六



－
柳
斎
志
異
の
一
側
面
｜
｜
特
に
日
本
文
学
と
の
関
連
に
お
い
て
｜
｜

「
慶
応
義
塾
創
立
百
年
記
念
論
文
集
」

－
論
賛
と
随
想
の
流
れ

「
芸
文
研
究
」

一
四
・
一
五

－
柳
斎
俗
曲
考

「
芸
文
研
究
」

八

－
柳
斎
民
謂
考

「
芸
文
研
究
」
二
七

－
伝
蒲
松
齢
著
グ
青
雲
集
・
知
命
集
。
に
つ
い
て
「
国
学
院
雑
誌
」
八
六
巻
一
一
号

E
E
A
 

官・－
A

V
E
－－
a
 

資
料
紹
介
・
書
評

－
炎
涼
岸
・
女
開
科
伝
・
知
不
足
斉
原
本
批
点
脚
斎
志
異

「
芸
文
研
究
」
七

-543-

－
柳
斎
志
異
の
研
究
と
資
料

「
中
国
の
八
大
小
説
」
（
平
凡
社

－
加
賀
栄
治
著
「
中
国
古
典
解
釈
史
」

「
芸
文
研
究
」
二

O

IV 

翻
訳

－
パ

l
ル
・
バ
ッ
ク
グ
中
国
小
説
論
。

浅
間
嶺
四
八

1
五
三

－
「
柳
斎
志
異
」
（
共
訳
）

中
国
古
典
文
学
全
集
一
二
・
二
二
（
平
凡
社
）

－
「
十
二
楼
」
（
抄
訳
）

世
界
短
篇
文
学
全
集
一
五

（
集
英
社
）

v 

著
書



－
「
明
清
の
文
芸
」

玉
川
百
科
大
辞
典
一
五

玉
川
大
学
出
版
部

－
「
柳
斎
志
異
」

中
国
文
学
名
作
全
集
九

（
盛
光
社
）

－
「
西
遊
記
・
柳
斎
志
異
」

世
界
の
文
学
六
（
世
界
文
化
社

－
「
伝
説
と
民
話
」
中
国
篇

悌
教
説
話
大
系
一
五

（
す
ゾ
き
出
版
）

－
「
柳
斎
研
究
文
献
要
覧
」
（
八
木
章
好
共
編
）
（
東
方
書
店

－
「
妖
異
奇
謹
・
風
流
艶
笑
の
世
界
」

東
洋
の
奇
書
五
五

（
自
由
国
民
社
）

－
「
万
暦
帝
」

人
物
・
中
国
の
歴
史
八

（
集
英
社
）

－
「
入
門
中
国
語
会
話
」

旺
文
社
カ
セ
ッ
ト
L
・
L

（
旺
文
社
）

-544-

－
「
暮
ら
し
の
日
本
語
百
科
」
（
監
修
及
び
執
筆
）
（
三
宝
出
版
）


